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１. 学生の理解の差が大きく､ どのレベルに焦点を合わせれば良いかが難しい [１]｡
２. 習熟度別授業は学生の学力差の大きさと散発理解のためクラス分けが難しい｡ 散発理
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要 約
教育の形態は大きく分けると､ 従来の講義等で見られるように､ 教員から学生への一方向に近い一





た｡ 実践を行った科目は共通科目の ｢思い出しの算数｣ 及び ｢就職の数学Ａ｣ と生活学科の必






１回目にグループ分けを行った｡ グループの人数は岡坂愼二 ｢グループ学習の技術｣ [４] に
よると主に小学生を対象とした経験では２－６名程度が適当ということである｡ そこでこの講
義では個々の人が意見を出しやすいようにということで４名とした｡ グループのメンバーは固
定した｡ グループ分けは､ 試験により行った｡ 内容は基本的な計算及び授業で予定している内
容にそった文章による問題であり､ 小学生４年生程度の問題が中心である｡ 成績順に４つの段



















授業の内容は ｢整数の計算｣ ｢少数の計算｣ ｢分数の足し算引き算｣ ｢分数の掛け算割り算｣











４名でないのは､ 登録人数と継続履修者の違いである｡ 最初の１､ ２回程度で履修変更者が多



















































































































































































































































































































































グループ人数 グループ 伸び率 文章試験












































果であった｡ 以下に ｢就職の数学Ａ｣ での学生達の意見を紹介しながら､ グループ討論の可能
性について論じる｡ 以下の学生の意見は講義の最終回に ｢就職の数学Ａでは授業中に互いに教
































































｢個人的にはとても良かったです｡ 周りに知人､ 友人､ 全くいなかったのですかこの教え合
い制度のおかげで､ なごやかに､ 授業を受けることができました｡ 私のように周りに誰もおら




３. ２. ２ 多面的視点を得る
グループ討論は楽しさがあることは分かったが､ 授業を理解する点ではどうだろうか｡
｢私は､ 教えるより､ すっと教えてもらう立場だったけど､ こういうのはいいと思います｡
友達に教えてもらうと､ 分かりやすく理解できます｡ 今後の授業でも､ このような討論の時間
をとってほしいです｡｣































む力｣ と ｢質問をする力｣ 及び ｢多面的に事物を見る力｣ を養うことを目的とした授業であ
る [５] [６]｡ この授業で2009年度はグループ討論を取り入れた [７]｡ 討論の項目は各回の内容の理
解を深めるもので､ 担当者が用意したものである｡ 具体的には次のようなものである｡
｢言葉の大切さを強調しましたが､ 絵も重要な働きをしています｡ 言葉の方が表しやすいも
の､ 絵の方が表しやすいものをそれぞれ考えて下さい｡｣ ｢あなたの経験 (あるいは考え) から
習熟度別学習の良い点と悪い点を討論して下さい｡ またあなた方はどちらを受けたいですか｡｣










子とも､ 話すことで仲良くなれたりしたから､ グループ討論はあってよかったと思うし､ この
｢見えない世界｣ の授業で皆で話し合ったり､ 意見を出し合ったりできるグループ討論の時間
が一番楽しかった｡｣
｢｢確かにそうかも｣ とか ｢それ分かる｣ とか ｢これはどう？｣ とかいろいろひらめきがあっ
たのも楽しかったです｡｣
｢あった方が良かったと思います｡ 見えない世界で感じとったものは､ 一人一人違うと思い























































































[１] 田中 裕, 石井冨久, 渡辺卓也. 2008年. ｢講義における共同教育の可能性について｣ 神戸山手短
大紀要, 51, 1
[２] 佐藤 学. 2004年. 『習熟度別指導の何が問題か』 岩波書店
[３] 福田誠治. 2006年. ｢競争やめたら学力世界一｣ 朝日新聞社
[４] 岡坂愼二. 1991年. 『グループ学習の技術』 明治図書出版
[５] 田中 裕. 2007年. ｢質問書方式による考える力をつける教育実践｣ 神戸山手短大紀要, 50, 35
[６] 田中 裕. 2008年. ｢質問書方式による考える力をつける教育実践２｣ 神戸山手短大紀要, 51, 15
[７] 田中 裕. 2009年. ｢質問書方式による考える力をつける教育実践３｣ 神戸山手短大紀要, 52, 63
― 47 ―
